
一

持
続
す
る
志　

二　

　
　

― 

秋
月
悌
次
郎
の
「
応
懲
日
札
」

中　

西　

達　

治

明
治
元
年
十
月
十
八
日
、
猪
苗
代
謹
慎
中
の
会
津
藩
主
松
平
若
狭
守
喜
徳
、
前

藩
主
松
平
肥
後
守
容
保
な
ら
び
に
将
兵
に
、
東
京
へ
の
呼
び
出
し
状
が
届
い
た
。

　
　
　
　
　

松
平　

若
狭

　
　
　
　
　

松
平　

肥
後

右
御
用
候
条
、
東
京
へ
罷
り
出
候
様
。
但
し
供
人
数
は
父
子
に
て
七
人
を
限

り
。

　
　
　
　

萱
野
権
兵
衛

　
　
　
　

梶
原
平
馬　

　
　
　
　

内
藤
介
右
衛
門　

　
　
　
　

手
代
木
直
右
衛
門　

　
　
　
　

秋
月
悌
次
郎

右
五
人
の
者
、
御
用
候
条
、
一
同
東
京
へ
罷
り
出
候
様
。
但
し
肥
後
始
め
護

送
の
儀
は
、
肥
前
藩
へ
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
事
。

　
　
　
　

十
月
十
八
日
申
渡
覚　
　
　
　

諸
月
番 

（『
被
仰
聞
之
扣
』）

こ
れ
に
よ
っ
て
十
月
十
九
日
、
松
平
容
保
・
喜
徳
お
よ
び
随
従
の
藩
士
が
、
東

京
へ
出
発
し
た
。
同
行
し
た
の
は
、
指
名
さ
れ
て
い
る
萱
野
権
兵
衛
・
梶
原
平
馬
・

内
藤
介
右
衛
門
・
手
代
木
直
右
衛
門
等
四
名
の
外
、
山
川
大
蔵
・
倉
沢
右
兵
衛
・

井
深
宅
右
衛
門
・
丸
山
主
水
・
浦
川
藤
吾
・
山
田
貞
介
・
馬
島
瑞
園
の
七
名
で
あ

る
。
こ
の
時
、
秋
月
悌
次
郎
は
密
命
を
受
け
て
越
後
に
潜
行
し
て
い
た
た
め
、
同

行
出
来
な
か
っ
た
。

十
一
月
三
日
、
一
行
は
東
京
に
到
着
、
七
日
に
は
松
平
容
保
を
は
じ
め
梶
原
平

馬
・
手
代
木
直
右
衛
門
・
丸
山
主
水
・
山
田
貞
介
・
馬
島
瑞
園
は
因
幡
藩
主
・
池

田
慶
徳
の
屋
敷
に
、
松
平
喜
徳
は
じ
め
萱
野
権
兵
衛
・
内
藤
介
右
衛
門
・
倉
沢
右

兵
衛
・
井
深
宅
右
衛
門
・
浦
川
藤
吾
は
久
留
米
藩
主
・
有
馬
頼
咸
の
屋
敷
に
幽
閉

さ
れ
た
。
十
二
月
七
日
、
朝
廷
は
、
こ
の
事
件
は
家
臣
に
重
大
な
責
任
が
あ
る
と

し
て
、
家
臣
を
重
罰
に
処
し
、
容
保
と
喜
徳
に
対
し
て
は
死
罪
を
宥
し
て
永
預
け

と
す
る
と
い
う
詔
書
を
下
し
て
い
る
。

そ
の
後
十
二
月
十
二
日
に
、
謹
慎
中
の
藩
士
が
改
め
て
東
京
へ
呼
び
出
さ
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、
先
の
召
喚
時
不
在
だ
っ
た
秋
月
悌
次
郎
の
名
も
あ
っ
た
。
猪
苗
代

か
ら
海
老
名
郡
治
・
井
深
茂
右
衛
門
・
田
中
源
之
進
・
小
森
一
貫
斎
・
井
深
守
之

助
・
辰
野
源
之
丞
・
秋
月
悌
次
郎
・
春
日
郡
吾
・
桃
沢
彦
次
郎
、
塩
川
か
ら
諏
訪

伊
助
・
佐
川
官
兵
衛
・
相
馬
直
澄
・
柳
田
新
介
が
、
滝
沢
村
陣
営
に
召
喚
さ
れ
、

翌
日
、
彼
ら
は
東
京
に
向
け
て
出
発
し
た
。

「
応
懲
日
札
」
は
、
こ
の
時
呼
び
出
さ
れ
た
秋
月
悌
次
郎
が
、
旅
仕
度
を
調
え
、

滝
沢
に
結
集
し
、
東
京
に
到
着
す
る
ま
で
の
様
子
を
記
録
し
た
旅
日
記
で
あ
る
。

旧
幕
時
代
西
国
漫
遊
の
旅
を
し
て
い
た
悌
次
郎
に
と
っ
て
、
今
回
の
旅
は
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
自
由
に
行
動
し
て
い
た
か
つ
て

の
旅
と
は
異
な
り
、
一
挙
手
一
投
足
に
監
視
の
目
が
光
り
、
手
洗
い
に
ま
で
護
衛

が
つ
い
て
く
る
。
敗
残
の
身
で
勝
者
の
裁
き
を
受
け
る
た
め
の
旅
、「
応
懲
」
と
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持続する志　二（中西　達治）

二

い
う
言
葉
が
悌
次
郎
の
こ
の
時
の
立
場
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

命
令
が
発
せ
ら
れ
た
十
二
日
の
夜
更
け
に
猪
苗
代
を
出
発
、
夜
間
の
行
軍
で
翌

十
三
日
午
前
四
時
過
ぎ
滝
沢
村
会
所
に
到
着
、
塩
川
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
そ

こ
を
出
発
し
た
の
は
、
午
前
九
時
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
、
二
十
五
日
午
後

四
時
過
ぎ
千
住
に
着
き
、
そ
こ
の
宿
舎
で
最
後
の
ま
と
め
を
す
る
ま
で
の
彼
の
行

動
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
記
録
の
原
典
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
秋
月
悌
次
郎
の
弟
三
郎
胤
家
の
養
嗣

子
次
三
氏
が
、『
秋
月
胤
永
謹
慎
中
之
消
息　

胤
徳
編
』
と
し
て
ペ
ン
書
き
で
こ

れ
を
筆
録
し
て
お
り
、
そ
れ
が
次
三
氏
の
後
胤
秋
月
孝
眞
家
に
残
さ
れ
て
い
る
。注
１

本
稿
で
は
、
次
三
氏
が
残
さ
れ
た
稿
本
を
元
に
、
秋
月
悌
次
郎
の
虜
囚
と
し
て

の
旅
の
様
子
を
確
か
め
た
い
。
な
お
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
読
者
の
便
を
考
え
、

変
体
仮
名
を
通
用
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
明
治
維
新
以
前
は
、

徳
川
幕
府
の
下
に
あ
っ
た
各
藩
が
、
戊
辰
戦
争
を
は
さ
ん
で
敵
味
方
に
分
か
れ

る
。
戦
争
の
勝
者
と
敗
者
は
一
体
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
の
か
、
戦
後
処
理
が

ど
の
よ
う
に
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
が
分
か
る
、
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
云

え
よ
う
。余

、
本
藩
諸
臣
と
同
じ
く
屏
息
の
罪
を
猪
苗
代
に
待
つ
。
已
に
し
て
長
州

奥
平
謙
輔
旧
知
な
る
を
以
て
、
若
松
真
竜
寺
の
僧
善
順
に
托
し
書
簡
を
贈
れ

り
。
十
月
朔
日
受
け
て
こ
れ
を
読
む
。
已
に
答
書
を
草
し
、
返
し
与
ふ
る
こ

と
あ
ら
ん
と
す
。
書
以
不
レ
尽
レ
言
、
答
書
を
持
し
、
潜
行
し
て
謙
輔
が
客

次
を
新
潟
に
訪
ふ
。
実
に
十
月
七
日
払
暁
猪
苗
代
を
発
し
て
北
越
に
至
る
。

談
了
り
十
一
月
三
日
復
た
よ
く
、
猪
苗
代
に
帰
る
こ
と
を
得
た
り
。

十
月
十
八
日
、
我　

老
公
当
公
と
皆
与と
も

に
東
京
に
召
さ
れ
、
内
藤
・
梶
原
二

藩
相
、
手
代
木
氏
・
胤
永
四
名
亦
特
旨
を
以
て
同
じ
く
召
さ
る
。
二
公
三
子

と
已
に
登
京
せ
り
。
之
よ
り
先　

主
上
東
京
に
幸
す
る
を
以
て
な
り
。
胤
永

脱
走
す
る
を
以
て
、
登
京
の
期
を
失
し
、
已
に
猪
苗
代
に
帰
り
、
官
軍
陣
所

に
執
囚
せ
ら
る
。

全
文
の
序
で
あ
る
。
開
城
直
後
猪
苗
代
に
謹
慎
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
か
ら
書

き
起
こ
し
、
奥
平
謙
輔
の
手
紙
が
届
け
ら
れ
た
と
き
藩
の
重
臣
ら
と
協
議
の
結
果
、

密
か
に
謙
輔
の
元
へ
返
書
を
届
け
た
こ
と
、
十
一
月
三
日
目
的
を
果
た
し
て
猪
苗

代
に
帰
っ
た
が
、
彼
が
越
後
に
潜
行
し
て
い
た
と
き
、
東
京
か
ら
の
呼
び
出
し
状

が
届
い
て
お
り
、
藩
公
父
子
そ
の
他
の
藩
士
は
即
刻
上
京
し
た
が
、
彼
は
不
在

だ
っ
た
た
め
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
再
度
の
召
喚
状
を
待
っ
て
他
の
藩
士
ら

と
共
に
官
軍
の
陣
所
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
お
お
よ
そ
こ
れ
ま

で
の
経
過
が
先
ず
記
さ
れ
る
。
当
時
官
軍
と
し
て
彼
ら
を
監
督
し
て
い
た
の
は
、
米

沢
藩
の
藩
士
で
あ
っ
た
。

時
に
米
沢
藩
、
官
軍
陣
所
を
管
轄
し
、
そ
の
藩
隊
士
日
夜
余
輩
を
護
衛
す
。

余
東
京
よ
り
再
徴
あ
ら
ん
こ
と
を
待
て
ど
も
漠
と
し
て
消
息
な
し
。
書
を
読

み
、
詩
を
賦
し
、
悠
々
以
て
日
を
送
る
こ
と
三
旬
余
、
米
藩
の
隊
長
佐
藤
小

左
衛
門
等
懇
篤
我
を
遇
し
、
款
語
飲
談
、
余
亦
そ
の
囚
た
る
を
忘
る
。
隊
士

皆
年
少
、
余
が
字
を
需
め
、
余
が
詩
を
乞
ひ
、
侍
坐
吟
誦
、
殆
ん
ど
学
塾
師

弟
の
看
を
為
す
。
時
に
弟
胤
家
亦
猪
苗
代
に
在
り
、
時
に
飲
食
品
物
を
贈

り
、
又
時
に
余
が
囚
居
を
来
り
訪
ひ
、
友
于
を
極
は
む
。
友
人
長
坂
勝
脩
亦

密
か
に
文
詩
相
贈
答
す
。

悌
次
郎
は
、
東
京
か
ら
再
度
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
、
謹
慎
し
て
い
た

が
、
全
く
音
沙
汰
な
く
三
十
日
余
り
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
彼
は
読
書
、
詩
作
に
日

を
送
る
。
米
沢
藩
の
隊
長
佐
藤
小
左
衞
門
ら
が
懇
ろ
に
彼
を
遇
し
、
飲
食
を
共
に

し
て
、
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
猪
苗
代
に
集
め
ら
れ
た
会
津
藩

士
を
見
張
っ
て
い
た
若
い
米
沢
藩
士
ら
が
、
悌
次
郎
の
書
を
求
め
、
詩
を
請
う
て
、

彼
の
ま
わ
り
に
座
し
、
詩
書
を
吟
誦
す
る
様
子
は
、
彼
の
い
う
と
お
り
ま
る
で
塾

に
お
け
る
師
弟
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
秋
月
一
族
で
は
、
こ
の
時
弟
の
三

郎
胤
家
も
同
じ
よ
う
に
猪
苗
代
に
謹
慎
し
て
い
た
よ
う
で
、
時
々
飲
食
物
な
ど
を

届
け
た
り
、
彼
を
訪
ね
て
き
た
り
、
兄
弟
仲
の
よ
い
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
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戊
辰
戦
争
後
、
会
津
若
松
地
方
が
悲
惨
な
状
況
に
陥
っ
た
と
い
う
証
言
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
抑
留
さ
れ
て
い
た
会
津
藩
士
達
の
境
遇
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
こ
に
は
、
不
自
由
、
不
如
意
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
勝
者
と
敗
者
の
間
に
、
平
時
と
変
わ
ら
ぬ
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
護
衛
兵
に
学
問
を
教
え
、
友
人
と
詩
を
交
わ
す
な
ど
詩
人
学
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
悌
次
郎
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。

十
二
月
十
二
日
に
至
り
て
、
海
老
名
藩
相
・
井
深
・
田
中
両
参
政
、
小
森
一

貫
斎
・
井
深
守
之
進
・
辰
野
源
之
丞
・
春
日
郡
吾
・
胤
永
の
八
名
、
即
時
に

上
程
登
京
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
る
。
余
時
に
風
疾
に
感
じ
、
被か
ず
き
を
被
り
て
臥

す
。
命
を
奉
じ
、
躍
然
と
し
て
疾
の
身
に
在
る
を
覚
え
ざ
る
な
り
。
弟
胤

家
、
周
旋
行
李
を
用
意
し
、
水
島
弁
治
贈
る
に
言
を
以
て
す
。
古
川
春
英
薬

を
贈
り
、
又
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
贈
つ
て
寒
防
に
供
す
。
余
・
井
深
参
政
・
小

森
氏
と
疾
夫
な
る
を
以
て
輿
を
用
ゆ
る
こ
と
を
得
た
り
。

十
二
日
二
更
猪
苗
代
を
発
す
。
米
沢
士
人
余
輩
を
護
衛
す
。
毎
人
衛
士
三
名

或
は
四
名
、（
余
を
衛
る
者
は
湯
川
宗
次
郎
、
勝
野
志
摩
之
丞
、
野
口
栄
三

郎
三
名
な
り
。
皆
忠
篤
謹
慎
、
喫
茶
の
瑣
事
に
至
る
ま
で
周
旋
給
使
、
余
輩

を
絶
え
て
囚
視
す
る
こ
と
な
し
）
暁
七
ッ
過
滝
沢
村
に
至
り
、
村
民
佐
助
が

家
に
宿
す
。
官
軍
慰
労
し
て
酒
を
贈
る
。
諏
訪
・
佐
川
二
藩
相
、
柳
田
新
介

亦
召
さ
れ
し
を
以
て
、
已
に
滝
沢
村
に
来
り
宿
せ
り
。
米
沢
藩
士
曰
く
、
こ

れ
よ
り
し
て
、
小
倉
藩
兵
隊
士
、
君
等
を
護
衛
し
て
東
京
に
至
る
と
。

十
二
月
十
二
日
、
召
喚
状
が
届
い
た
。『
会
津
戊
辰
戦
争
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ

の
時
猪
苗
代
謹
慎
中
の
藩
士
で
召
喚
さ
れ
た
の
は
、
海
老
名
郡
治
・
井
深
茂
右
衛

門
・
田
中
源
之
進
・
小
森
一
貫
斎
・
井
深
守
之
進
・
辰
野
源
之
丞
・
秋
月
悌
次

郎
・
春
日
郡
吾
・
桃
沢
彦
次
郎
ら
九
名
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
塩
川
謹

慎
中
の
藩
士
諏
訪
伊
助
・
佐
川
官
兵
衛
・
相
馬
直
登
・
柳
田
新
介
ら
四
名
に
も
召

喚
状
が
届
い
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
十
三
名
が
東
京
に
送
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
内
桃
沢
彦
次
郎
は
病
気
の
た
め
出
発
が
遅
れ
、
相
馬
直
登
は
脱

走
し
て
函
館
に
赴
い
た
た
め
、
実
際
に
同
行
し
た
の
は
、「
応
懲
日
札
」
に
記
さ

れ
た
十
一
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
ま
た
ま
こ
の
時
悌
次
郎
は
、
風
邪
を
ひ
い
て
寝
て
い
た
が
、
命
令
を
受
け
て

し
ゃ
っ
き
り
し
た
と
い
う
。
弟
胤
家
も
こ
の
時
猪
苗
代
に
お
り
、
兄
の
た
め
旅
行

用
の
行
李
を
用
意
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
手
配
し
て
い
る
。
同
僚
、
友
人
ら
の
別
れ

の
挨
拶
や
餞
別
な
ど
、
通
常
の
旅
立
ち
の
様
子
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

興
味
深
い
の
は
、
贈
り
物
の
中
に
「
フ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
い
わ
ゆ
る
毛
布
の
こ
と
だ
が
、
舶
来
品
と
し
て
明
治
開
化
期
に
一
般
化
し

た
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
が
既
に
こ
の
時
期
、
会
津
藩
士
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
の

だ
。
会
津
藩
も
洋
式
兵
練
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
日
常
生
活
に
用
い
ら

れ
る
輸
入
品
が
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
っ
た
か
を
考
え
さ
せ
る
よ
い
例
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
召
喚
さ
れ
た
八
名
の
内
、
井
深
・
小
森
・
悌
次
郎
の
三
名
は

病
気
中
と
い
う
こ
と
で
、
輿
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

召
喚
命
令
は
即
日
実
行
さ
れ
た
。
午
後
十
時
頃
猪
苗
代
を
出
発
し
て
、
十
三
日

午
前
四
時
過
ぎ
滝
沢
村
に
到
着
と
い
う
、
素
早
い
対
応
で
あ
る
。
護
衛
し
た
の
は

米
沢
藩
士
で
、
会
津
藩
士
一
人
に
そ
れ
ぞ
れ
三
名
な
い
し
四
名
の
護
衛
が
つ
い
て

い
る
。
悌
次
郎
に
つ
い
た
の
は
、
湯
川
宗
次
郎
・
勝
野
志
摩
之
丞
・
野
口
栄
三
郎

の
三
名
、
誰
も
が
真
面
目
で
礼
儀
正
し
く
、
お
茶
の
手
配
に
至
る
ま
で
き
ち
ん
と

こ
な
し
、
会
津
藩
士
を
囚
人
扱
い
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
あ
る
。

酒
を
出
し
て
慰
労
す
る
な
ど
滝
沢
村
で
の
官
軍
の
対
応
は
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

で
あ
る
。
米
沢
藩
士
の
側
に
は
、
会
津
藩
士
に
対
し
て
特
別
の
思
い
が
あ
っ
た
は

ず
で
、
そ
う
し
た
思
い
の
一
端
が
こ
う
し
た
対
応
に
表
れ
て
い
る
と
云
え
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
に
は
既
に
塩
川
謹
慎
中
の
諏
訪
伊
助
・
佐
川
官
兵
衛
・
柳
田
新
介
ら
が

来
て
い
た
。
こ
こ
で
彼
ら
の
身
柄
は
、
小
倉
藩
士
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
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四

以
下
、「
応
懲
日
札
」
に
し
た
が
っ
て
、
事
態
の
経
過
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す

る
。

十
二
月
十
三
日　

午
前
九
時
頃
、
米
沢
藩
士
か
ら
小
倉
藩
の
護
衛
隊
長
に
身
柄
を

引
き
渡
さ
れ
た
十
一
名
の
会
津
藩
士
は
、
東
京
に
向
け
て
出
発
し
た
。
全
員
が
輿

に
乗
っ
て
い
る
。
隊
長
は
伊
東
主
馬
助
、
会
津
藩
士
一
名
に
つ
き
三
名
な
い
し
四

名
の
護
衛
が
つ
い
て
い
る
。
彼
ら
は
小
銃
を
携
え
、
輿
の
旁
ら
を
粛
々
と
進
ん
で

ゆ
く
。
雪
が
少
な
く
寒
気
が
緩
や
な
た
め
道
は
ぬ
か
る
ん
で
い
た
が
、
沓
掛
を
過

ぎ
る
頃
、
は
じ
め
て
道
に
積
雪
が
あ
っ
た
。
原
村
か
ら
は
輿
を
橇
に
乗
せ
て
の
移

動
と
な
っ
て
い
る
。

午
後
八
時
頃
福
良
に
到
着
。
夜
食
後
伊
東
隊
長
が
宿
所
に
来
て
悌
次
郎
ら
を
慰

労
す
る
。

「
私
の
所
は
、
会
津
藩
と
格
別
に
親
交
が
深
か
っ
た
。
あ
な
た
方
を
囚
人
と
し

て
護
送
す
る
の
は
忍
び
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
天
皇
の
命
令
で
や
む
を
得

な
い
次
第
で
あ
る
。
自
分
ら
の
こ
と
を
気
に
し
な
い
で
欲
し
い
」。　

こ
の
時
は
、
諏
訪
・
佐
川
・
辰
野
・
井
深
（
守
之
進
）・
柳
田
・
春
日
・
悌
次

郎
等
七
名
が
同
宿
し
て
い
る
。
そ
の
後
同
宿
す
る
メ
ン
バ
ー
は
宿
毎
に
異
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
護
衛
が
つ
き
、
彼
ら
は
一
晩
中
寝
ず
に
警
護
を
続
け
、
便
所

浴
室
に
も
目
を
光
ら
せ
て
い
て
、
厳
重
な
見
張
り
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
様
子
が

分
か
る
。

十
二
月
十
四
日　

前
夜
雪
が
降
っ
た
の
で
、
ま
た
そ
り
の
上
に
輿
を
乗
せ
て
の
出

発
で
あ
る
。
今
切
か
ら
は
歩
い
て
勢
至
堂
に
て
昼
食
。
こ
こ
か
ら
は
泥
道
が
続

き
、
皆
そ
り
を
止
め
て
い
る
。
午
後
七
時
前
、
牧
の
内
到
着
。
こ
の
日
は
か
な
り

強
行
軍
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
、
隊
長
が
強
行
軍
を
ね
ぎ
ら
っ
て

か
、
酒
肴
を
振
る
舞
っ
て
い
る
。
悌
次
郎
は
こ
れ
ま
で
毎
日
服
薬
し
て
い
た
が
、

こ
こ
に
来
て
少
し
回
復
の
兆
し
が
見
え
た
と
あ
る
。
悌
次
郎
の
目
は
、
同
行
す
る

護
衛
の
少
年
兵
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
自
分
が
虜
囚
と
し
て
連
行
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
南
国
九
州
育
ち
の
十
五
、六
歳
の
少
年
兵
た
ち
が
、
雪
中
行
軍
に
悩

ん
で
い
る
の
を
見
て
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
同
情
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
年
教
育

者
と
し
て
そ
の
人
格
の
高
潔
さ
を
謳
わ
れ
る
素
地
が
見
え
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う

か
。

十
二
月
十
五
日　

こ
の
日
は
、
午
前
八
時
頃
牧
の
内
を
出
発
、
上
小
屋
に
到
着
し

て
、
諸
氏
と
昼
食
。
午
後
四
時
前
白
河
着
。
白
河
は
、
戊
辰
戦
争
の
際
、
会
津
藩

士
ら
が
西
軍
と
の
攻
防
戦
を
展
開
し
た
激
戦
の
地
で
あ
る
。
こ
の
年
閏
四
月
二
十

日
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
参
謀
世
良
修
造
暗
殺
と
共
に
、
会
津
藩
は
白
河
城
を
占
拠
す

る
。
五
月
一
日
、
東
山
道
軍
が
奪
還
す
る
が
、
以
後
、
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
こ
こ

で
激
烈
な
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
、
戦
死
者
を
多
く
出
し
た
。
敗
れ
て
後
、
虜
囚
と

し
て
そ
の
激
戦
地
を
通
る
彼
ら
の
心
情
は
想
像
す
る
に
余
り
が
あ
る
。「
応
懲
日

札
」
に
は
、
悌
次
郎
が
こ
の
時
作
し
た
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

低
地
頑
雲
暗
月
光　
　

地
に
低
く
頑
な
な
る
雲
、
暗
き
月
光
。

敗
余
誰
駐
姓
名
香　
　

敗
余
、
誰
か
姓
名
の
香
を
と
ど
め
ん
。

生
為
降
虜
何
堪
過　
　

生
き
て
降
虜
と
な
る
。
な
ん
ぞ
過
ぐ
る
に
堪
え
ん
。

即
是
親
朋
戦
死
場　
　

即
ち
こ
こ
は
、
親
朋
戦
死
の
場
な
り
。

落
々
乾
坤
余
亦
人　
　

落
々
た
る
乾
坤
、
余
も
ま
た
人
も
。

悠
々
閑
過
丗
余
春　
　

悠
々
と
し
て
閑
過
す
、
三
十
余
春
。

経
綸
満
腹
用
無
地　
　

経
綸
は
腹
に
満
て
ど
も
、
用
ふ
る
地
無
し
。

留
与
児
孫
済
此
民　
　

児
孫
に
留
め
与
へ
ん
、
こ
の
民
を
済
さ
ん
こ
と
を
。               

　
　

児
に
与
ふ

後
に
前
者
は
、
改
作
さ
れ
て
、
悌
次
郎
の
絶
唱
の
一
つ
と
な
る
。（
十
九
日
、

氏
家
の
項
参
照
。）

白
河
に
は
、
盛
岡
藩
主
南
部
利
剛
ら
を
東
京
に
護
送
し
た
帰
途
に
あ
っ
た
秋
田

藩
士
ら
も
宿
泊
し
て
い
た
．
盛
岡
藩
は
、
奥
羽
列
藩
同
盟
の
盟
約
に
基
づ
き
七
月

二
十
七
日
出
陣
、
秋
田
総
督
府
を
攻
撃
、
若
松
城
開
城
後
も
激
戦
を
続
け
、
領
内
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五

に
西
軍
が
侵
攻
す
る
以
前
の
十
月
十
日
開
城
し
て
い
る
。
藩
主
以
下
重
役
ら
は
、

松
平
容
保
ら
と
同
じ
く
十
一
月
に
東
京
に
召
喚
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
藩
士
は
そ
の

時
の
護
衛
兵
達
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
あ
れ
こ
れ
、
悌
次
郎
ら
会
津
藩

士
に
悲
痛
、
悲
愴
な
感
情
を
抱
か
せ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
秋
田
藩

兵
が
、
彼
ら
の
道
程
を
狂
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
六
日
は
快
晴
だ
っ
た
が
、

白
河
宿
の
人
足
は
す
べ
て
秋
田
藩
兵
の
帰
郷
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
て
い
て
、
彼
ら

を
出
発
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
や
む
な
く
も
う
一
日
こ
こ
に
逗
留

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
悌
次
郎
は
同
宿
し
て
い
た
井
深
・
辰
野
・
春
日
ら

と
、
好
天
気
を
幸
い
「
鹿
肉
を
煮
て
酒
を
斟
む
」
と
あ
る
。
夜
に
は
、
隊
長
も
酒

と
肴
を
持
っ
て
慰
労
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
間
彼
は
、
自
分
の
詩
を
揮
毫

し
、
護
衛
兵
を
通
じ
て
旧
知
の
白
河
藩
家
老
の
鈴
木
七
郎
兵
衛
に
送
り
届
け
た

り
、
子
供
の
た
め
の
詩
を
書
い
た
り
、「
且
つ
飲
み
且
つ
録
す
。
同
宿
三
子
、
余

と
興
を
催
し
一
時
囚
情
の
苦
を
忘
る
。」
と
、
一
時
と
ら
わ
れ
の
身
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
る
程
の
気
分
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

十
二
月
十
七
日　

に
ぎ
り
め
し
を
持
っ
て
白
河
を
出
発
。
う
わ
さ
で
は
、
白
坂
で

住
民
の
一
揆
が
発
生
し
て
い
て
、
昼
食
を
と
る
場
所
が
な
い
と
い
う
の
だ
。
悌
次

郎
ら
が
白
坂
に
着
い
た
時
に
は
、
町
中
は
静
か
で
騒
ぎ
の
あ
る
様
子
は
見
え
な
い

が
、
こ
こ
か
ら
一
里
程
離
れ
た
新
田
と
い
う
地
区
に
、
二
千
人
ほ
ど
の
住
民
が
集

結
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
中
継
ぎ
人
足
が
徴
発
出
来
ず
、
そ

の
ま
ま
白
河
の
人
足
に
芦
野
ま
で
送
ら
せ
て
い
る
。

松
平
定
信
が
奥
州
白
河
藩
主
だ
っ
た
頃
植
え
、
鬱
蒼
と
繁
茂
し
て
い
た
奥
州
街

道
の
松
並
木
が
、
す
っ
か
り
切
り
払
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
戦
乱
中
、
西
軍
が
こ

の
辺
り
に
野
営
し
て
伐
採
し
、
篝
火
と
し
た
か
ら
だ
が
、
こ
れ
を
み
た
悌
次
郎

は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
混
乱
に
乗
じ
て
住
民
が
勝
手
に
盗
伐
し
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
。
庶
民
を
「
土
民
」
と
い
い
、「
奸
民
」
と
い
う
こ
の
辺
り
の
言
葉

遣
い
を
見
る
と
、
悌
次
郎
の
意
識
が
、
あ
く
ま
で
知
識
人
で
あ
る
支
配
階
級
士
族

中
心
の
視
点
で
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

白
坂
で
彼
ら
は
、
戊
辰
戦
争
後
の
朝
廷
の
裁
可
が
終
わ
っ
て
、
東
京
か
ら
国
元

に
戻
る
途
中
の
三
春
藩
主
秋
田
映
季
一
行
に
遭
遇
し
て
い
る
。
三
春
藩
は
、
奥
羽

列
藩
同
盟
に
所
属
し
て
い
た
が
、
西
軍
に
攻
撃
さ
れ
る
直
前
降
伏
し
て
板
垣
退
助

軍
を
受
け
入
れ
、
七
月
下
旬
か
ら
は
西
軍
の
先
兵
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
も
あ
っ
て
論
功
行
賞
の
結
果
、
三
春
藩
は
旧
知
五
万
石
の
内
一
万
石
を
削
ら

れ
る
が
、
別
に
二
万
石
を
与
え
ら
れ
六
万
石
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
一
行

か
ら
告
げ
ら
れ
た
悌
次
郎
は
、
事
の
真
偽
に
つ
い
て
は
「
果
し
て
然
る
や
否
。」

と
疑
問
視
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
行
程
は
短
く
五
里
（
約
二
十
キ
ロ
）、
午
後
三
時
頃
、
芦
野
に
着
い

た
。
旅
程
が
短
距
離
だ
っ
た
理
由
を
彼
は
、
護
衛
す
る
小
倉
藩
士
ら
が
、
歩
行
で

銃
を
持
っ
て
行
進
し
、
な
お
か
つ
夜
は
寝
ず
の
番
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
草
臥
れ

た
か
ら
だ
ろ
う
と
推
察
、
鋭
い
観
察
眼
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
辺
り
か
ら
よ
う
や

く
旅
行
者
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
観
察
の
目
は
、
旅
行
者
に
も
向
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
二
月
十
八
日　

快
晴　

越
堀
で
昼
食
、
午
後
三
時
頃
太
田
原
に
到
着
。
護
送
さ

れ
る
会
津
藩
士
は
、
若
松
出
発
の
際
一
番
か
ら
十
三
番
ま
で
序
列
を
つ
け
ら
れ
、

道
中
そ
の
順
序
が
守
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
近
い
順
番
の
者
と
は
面
会
同
宿

す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
離
れ
た
も
の
同
士
は
な
か
な
か
会
う
機
会
が
な
い
の
が

実
情
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
悌
次
郎
は
、
行
歩
自
在
で
、
誰
共
会
う
こ
と
が
出
来
た

と
い
う
。
こ
の
日
は
行
進
中
に
、
海
老
名
・
小
森
と
会
っ
て
い
る
。

太
田
原
城
下
は
、
今
度
の
戦
争
で
兵
火
に
あ
っ
て
お
り
、
宿
は
仮
建
築
、
器
物

も
間
に
合
わ
せ
、
さ
す
が
に
悌
次
郎
も
同
情
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
こ
で
悌
次

郎
は
、
面
白
い
経
験
を
す
る
。
宿
で
鰻
を
注
文
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
主
人

が
支
払
い
は
札
か
金
か
と
問
う
。
金
だ
と
答
え
る
と
、
そ
れ
な
ら
い
い
と
い
う
。

官
軍
の
御
用
だ
か
ら
、
札
で
と
い
う
と
断
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な

ぜ
か
。
官
軍
の
支
払
い
は
す
べ
て
札
で
あ
る
が
、
こ
の
札
は
こ
の
辺
り
で
は
流
通

せ
ず
、
や
む
な
く
東
京
に
持
っ
て
い
っ
て
金
と
交
換
す
る
と
、
手
数
料
に
三
割
と
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ら
れ
、
大
赤
字
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
宿
の
主
人
が
、
宿
料
が
僅
か
に
三
百
文
に

し
か
な
ら
な
い
と
い
う
と
あ
る
。
公
定
価
格
が
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
、
今
知
る
手

が
か
り
は
な
い
が
、
紙
幣
が
不
評
だ
っ
た
様
子
が
よ
く
分
か
る
。

こ
の
日
悌
次
郎
は
、
よ
う
や
く
風
邪
が
治
り
、
初
め
て
風
呂
に
入
る
こ
と
が
出

来
た
。

十
二
月
十
九
日　

佐
久
山
、
曽
根
田
を
経
て
喜
連
川
に
て
昼
食
、
午
後
四
時
過
ぎ

氏
家
到
着
。
こ
の
日
は
温
暖
で
歩
き
や
す
く
、
辺
り
の
景
色
も
麦
の
芽
が
大
き
く

伸
び
野
菜
の
彩
り
も
鮮
や
か
で
、
白
河
ま
で
の
様
子
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
諸
藩
の
急
使
が
は
せ
違
う
中
、
帰
国
途
中
の
米
沢
藩
の
支
封
米
沢
新
田

一
万
石
の
藩
主
上
杉
勝
道
の
一
行
や
、
郡
山
に
あ
っ
た
守
山
藩
二
万
石
の
藩
主
松

平
頼
升
の
一
行
と
行
き
違
う
。
上
杉
家
一
行
は
軽
装
、
松
平
家
は
兵
士
同
行
、
い

ず
れ
も
国
元
に
帰
る
途
中
ら
し
い
。
天
皇
は
今
月
上
旬
、
京
都
に
戻
ら
れ
た
と
い

う
噂
を
聞
い
た
会
津
藩
士
達
は
、
自
分
た
ち
の
裁
判
は
済
ん
で
い
て
、
行
け
ば
判

決
を
言
い
渡
さ
れ
る
だ
け
だ
と
話
し
合
っ
た
。
護
衛
兵
は
皆
疲
労
困
憊
、
そ
ん
な

中
で
一
人
が
こ
っ
そ
り
悌
次
郎
に
ウ
サ
ギ
を
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
酒
の
肴
に
同

宿
者
一
同
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
悌
次
郎
は
、
柳
田
氏
が
和
歌
を
詠

ん
だ
の
に
つ
ら
れ
て
和
歌
を
一
首
も
の
し
、
さ
ら
に
詩
も
賦
し
て
い
る
。

喜
連
川
わ
た
る
も
い
と
ど
こ
こ
ろ
よ
し　

清
く
流
れ
て
行
か
ん
と
ぞ
思
ふ

一
去
元
期
不
復
還　
　

ひ
と
た
び
去
っ
て
、
元
よ
り
ま
た
還
る
を
期
せ
ず
。

丈
夫
何
事
涙
潜
　々
　

丈
夫
何
事
ぞ
、
涙
潜
潜
。

老
親
臥
病
年
将
百　
　

老
親
病
に
臥
し
、
年
ま
さ
に
百
。

夢
繞
那
須
山
外
山　
　

夢
は
那
須
山
の
外
山
を
繞
る
。

　
　
　
　
　

寄
弟

恢
復
誰
能
奏
偉
功　
　

恢
復
し
誰
か
よ
く
偉
功
を
奏
せ
ん
。

従
容
就
死
亦
豪
雄　
　

従
容
と
し
て
死
に
就
く.

ま
た
豪
雄
な
り
。

殊
恩
涓
滴
未
曽
報　
　

殊
恩
涓
滴
も
い
ま
だ
か
つ
て
報
ぜ
ず
。

留
得
二
児
我
侍
公　
　

留
め
得
た
り
二
児
、
我
は
公
を
待
た
ん
。

　
　
　
　
　

寄
当
路
諸
賢　
　
　
　
　
　

当
路
の
諸
賢
に
寄
す

「
弟
に
寄
す
」
と
添
え
書
き
の
あ
る
詩
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、
白
河
に
お
け

る
感
懐
と
併
せ
て
戦
後
の
述
懐
の
絶
唱
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。2
注
「
当
路
の
諸
賢

に
寄
す
」
と
あ
る
詩
は
、
自
分
を
裁
く
立
場
の
人
に
対
し
て
の
述
懐
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。「
涓
滴
」
は
、「
け
ん
て
き
」、
し
ず
く
の
こ
と
。
こ
と
志
と
異
な
り

と
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
自
分
の
運
命
を
甘
受
し
、
君
公
へ
の
報
恩
が
全
く
出
来

な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
、
二
人
の
子
供
に
未
来
を
托
し
た
い
と
結
ん
で
い
る
。

悌
次
郎
の
漢
詩
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
中
で
は
後
に
も
ま
た
和
歌

を
詠
ん
で
い
る
。
彼
の
文
才
の
豊
か
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

十
二
月
二
十
日　

午
前
七
時
頃
出
発
、
白
沢
で
昼
食
、
午
後
三
時
頃
宇
都
宮
着
。

こ
こ
も
兵
火
に
あ
っ
て
市
街
地
は
焼
尽
、
新
造
復
興
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
仮
設

で
、
ち
ま
ち
ま
し
た
家
が
多
か
っ
た
が
、
都
会
風
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
悌
次
郎
の
見
立
て
で
あ
る
。
氏
家
を
出
る
と
き
、
彼
ら
は
軽
装
で
帰
国
す
る
米

沢
藩
主
上
杉
斉
憲
の
一
行
と
あ
っ
て
い
る
。
路
次
、
米
沢
藩
士
や
上
杉
家
の
荷
物

を
運
ぶ
一
行
と
す
れ
違
い
、
米
沢
藩
は
七
万
石
を
削
ら
れ
た
と
い
う
う
わ
さ
も
聞

い
て
い
る
。（
実
際
に
は
、
四
万
石
削
減
。）
米
沢
藩
は
、
戊
辰
戦
争
の
際
、
会
津

藩
と
と
も
に
戦
い
、
戦
争
末
期
に
悌
次
郎
は
、
手
代
木
直
右
衛
門
と
共
に
、
和
平

工
作
の
た
め
に
出
向
い
て
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
動
向
は
人
ご
と
で
は
な

か
っ
た
。
宇
都
宮
で
は
、
新
政
府
の
裁
判
結
果
が
わ
か
り
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
前

夜
米
沢
藩
の
一
行
が
宇
都
宮
に
泊
ま
っ
て
お
り
、
宿
の
主
が
、
処
分
内
容
の
メ
モ

を
見
せ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
に
、
所
罰
十
数
項
。
初
条
我
が
老
公
な
り
。
永
く
池
田
中
将
に

預
け
ら
る
。
当
公
は
有
馬
氏
へ
御
預
け
と
な
り
、
又
保
科
侯
に
命
ぜ
ら
る
る

旨
あ
り
。
余
が
藩
反
逆
首
謀
の
者
糺
明
申
し
出
づ
べ
し
と
な
り
。
四
名
相
見

て
色
を
失
す
。
仙
米
以
下
削
封
各
等
あ
り
。
条
書
別
録
。
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別
紙
と
あ
る
部
分
に
は
、

死
壱
等
被
減
池
田
中
将
へ
永
御
預　
　

松
平
容
保

同
断　
　
　

有
馬
中
将
へ
御
預　
　
　

松
平
喜
徳

松
平
家
来
の
内
反
逆
首
謀
之
者
早
々
取
調
可
申
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
科
弾
正
忠
へ

以
下
各
氏
の
処
分
内
容
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
後
に
千
住
か
ら
家

族
宛
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
中
に
同
封
さ
れ
て
今
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
列
藩
同
盟

関
係
諸
藩
の
様
子
は
、
だ
い
た
い
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
彼
ら

が
色
を
失
っ
た
の
は
、
藩
公
父
子
の
処
罰
と
共
に
、
上
総
飯
野
藩
主
保
科
正
益
に

対
し
て
反
逆
首
謀
者
の
糺
明
を
命
じ
た
一
節
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
今
ま
さ
に
上
京

中
の
彼
ら
自
身
の
こ
と
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
、
早
速
同
行
の

各
氏
に
告
げ
ら
れ
た
。
こ
の
日
、
東
京
が
近
い
と
い
う
の
で
、
彼
ら
は
め
い
め
い

必
要
な
物
資
を
買
い
求
め
た
と
あ
る
。
こ
の
日
も
護
送
隊
長
か
ら
は
酒
肴
の
も
て

な
し
が
あ
っ
た
。3
注

十
二
月
二
十
一
日　

く
も
り
。
雀
宮
に
て
昼
食
。
午
後
三
時
頃
小
金
井
着
。
こ
の

辺
り
か
ら
、
各
藩
藩
士
の
往
来
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
旧
知
の
石

川
主
税
に
つ
い
て
の
情
報
を
、
宿
の
主
人
か
ら
聞
い
て
安
心
し
た
様
子
が
う
か
が

わ
れ
る
。
彼
は
、
二
十
年
来
の
悌
次
郎
の
友
人
だ
っ
た
が
、
同
僚
の
三
沢
某
の
奸

計
に
よ
り
土
地
の
す
べ
て
を
失
う
羽
目
に
な
っ
て
、
関
係
筋
に
訴
え
て
い
た
が
う

ま
く
ゆ
か
ず
、
京
都
に
居
た
悌
次
郎
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
気
が
か
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
復
権
し
て
郷
里
に
戻
り
、
三

沢
某
は
吟
味
中
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
宿
の
主
の
親
家
と
い
う
こ

と
で
、
主
に
手
紙
を
托
し
て
い
る
。

十
二
月
二
十
二
日　

晴　

間
々
田
に
て
昼
食
、
午
後
三
時
頃
古
河
着
。
ぬ
か
る
み

が
続
く
が
、
役
夫
は
巧
み
に
輿
を
操
る
。
悌
次
郎
も
輿
に
な
れ
て
き
た
の
で
、
輿

に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
る
。
一
行
の
中
に
、
連
行
さ
れ
る
会
津
藩
士
達
の
連
絡
役

兼
世
話
役
と
し
て
連
れ
て
き
た
長
蔵
と
い
う
役
夫
が
い
る
。
彼
は
戊
辰
戦
争
当
時

か
ら
、
藩
の
役
夫
と
し
て
江
戸
に
も
何
度
か
行
っ
て
い
る
。
人
当
た
り
が
よ
く
、
護

衛
兵
に
も
受
け
が
よ
く
て
、
一
行
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
、

悌
次
郎
ら
に
、「
自
分
は
、
千
住
ま
で
皆
さ
ん
を
送
っ
た
ら
す
ぐ
さ
ま
猪
苗
代
に

戻
り
、
皆
さ
ん
の
無
事
到
着
を
報
告
し
た
い
と
思
う
の
で
、
御
家
族
の
た
め
に
是

非
手
紙
を
書
い
て
下
さ
い
。
必
ず
お
届
け
し
ま
す
。」
と
告
げ
た
と
い
う
。
悌
次

郎
の
手
紙
の
中
に
、
東
京
到
着
の
直
前
大
塚
で
息
男
浩
之
丞
に
宛
て
た
手
紙
と
、

東
京
着
の
前
夜
千
住
で
弟
三
郎
宛
に
書
い
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
中
、
長

蔵
に
托
し
て
と
あ
り
、
長
蔵
が
信
用
す
る
に
た
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
詳
し
く
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
に
つ
い
て
は
、
項
を
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し

た
い
。

ま
た
、
長
蔵
は
、
こ
の
地
方
は
鰻
の
産
地
だ
か
ら
、
酒
の
肴
に
す
る
と
い
い
と
、

沢
山
の
鰻
を
差
し
入
れ
た
。
敗
戦
後
官
賊
扱
い
を
受
け
て
い
る
会
津
藩
士
と
、
彼

ら
に
仕
え
る
下
男
と
の
身
分
を
超
え
た
交
流
の
様
子
が
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

る
。こ

の
鰻
は
、
た
ま
た
ま
病
気
中
だ
っ
た
護
送
隊
長
伊
東
主
馬
助
の
病
気
見
舞
に

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旅
を
重
ね
る
に
随
っ
て
、
護
衛
兵
と
悌
次
郎
ら
の
間

に
は
、
親
密
な
関
係
が
出
来
上
が
っ
て
き
て
い
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
、
排
便
、

入
浴
時
に
も
衛
士
が
同
行
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
は
、
全
く
そ
う
い
う
こ
と
も
な

く
な
り
、
連
夜
菓
子
あ
る
い
は
酒
を
振
る
舞
っ
て
、
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
た
が
、

隊
長
に
だ
け
は
そ
う
し
た
こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
際
だ
か
ら
と
同
宿
の

藩
士
ら
と
相
談
し
て
決
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
日
は
た
ま
た
ま
節
分
に
当

た
っ
て
い
た
の
で
、
宿
の
主
が
出
し
て
く
れ
た
炒
り
豆
を
、
そ
れ
ぞ
れ
年
の
数
だ

け
と
り
、
何
時
も
す
る
よ
う
に
紙
に
包
み
体
を
撫
で
て
健
康
を
祈
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
一
同
す
っ
か
り
く
つ
ろ
い
だ
気
分
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
悌
次

郎
は
、
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

咲
き
さ
か
る
花
も
散
る
時
散
れ
ば
こ
そ　

大
和
心
と
人
は
い
ふ
な
り

本
居
宣
長
の
、
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敷
島
の
大
和
心
を
ひ
と
と
は
ば　

あ
さ
ひ
に
に
ほ
ふ
や
ま
さ
く
ら
花

を
踏
ま
え
た
歌
で
、
訳
の
必
要
も
あ
る
ま
い
。
敗
戦
後
の
自
分
の
位
置
を
見
据
え

た
心
境
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

十
二
月
二
十
三
日　

栗
橋
に
て
昼
食
、
午
後
二
時
頃
幸
手
に
到
着
。
こ
の
日
も
輿

で
出
発
し
た
の
だ
が
、
途
中
一
葉
松
下
で
悌
次
郎
は
輿
を
下
り
、
海
老
名
郡
治
の

輿
近
く
に
行
っ
て
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
読
ま
せ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
日
記
で
あ
る
。

河
井
継
之
助
の
『
塵
壺
』
に
は
、
旅
先
で
同
宿
し
た
と
き
悌
次
郎
が
、
毎
日
の
よ

う
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
日
々
彼
は
記
録
を
と
っ
て
い
た

わ
け
で
、
彼
の
筆
ま
め
さ
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
時
海
老
名
は
、
こ
の
道
中
他
の

家
老
ら
と
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
の
で
、
東
京
で
尋
問
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
勝
手
な
こ
と
を
い
っ
て
話
が
齟
齬
し
て
は
こ
ま
る
、
小
森
一
貫
斎
に
、
千
住
で

一
同
同
宿
出
来
る
よ
う
に
取
り
は
か
ら
わ
せ
た
い
と
悌
次
郎
に
い
っ
て
い
る
。

途
中
利
根
川
を
渡
る
。
旧
幕
時
代
川
越
え
に
は
厳
し
い
制
約
が
あ
っ
た
。
諸
国

漫
遊
し
た
こ
と
の
あ
る
悌
次
郎
に
と
っ
て
は
、
身
に
覚
え
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
回
の
渡
河
は
番
所
の
監
視
が
非
常
に
ゆ
る
や
か
だ
と
記
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
何
気
な
い
日
常
の
中
に
時
代
の
変
遷
を
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
悌
次
郎
は
、
道
中
の
風
景
を
描
写
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
こ

の
日
は
、
珍
し
く
自
然
の
風
景
に
も
目
を
や
っ
て
い
る
。
利
根
川
を
渡
り
景
色
が

一
変
し
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
利
根
川
を
渡
る
と
、
暖
か
さ
が
体
に
染
み
渡
る
。
梅

が
満
開
で
、
護
衛
兵
の
一
人
が
一
枝
折
っ
て
悌
次
郎
に
贈
っ
た
。

堤
上
右
に
富
士
山
、
左
に
筑
波
山
、

芙
蓉
雪
白
、
天
半
に
聳
え
て
巍
然
た
り
。
筑
波
遥
碧
、
峨
々
八
州
の
野
を
圧
す

る
の
勢
あ
り
。
両
山
遥
に
対
峙
し
て
余
等
降
人
の
過
ぐ
る
を
笑
ふ
に
似
た
り
。

と
、
大
自
然
の
中
に
自
分
た
ち
一
行
を
捉
え
て
い
る
。

こ
の
日
幸
手
の
宿
へ
伊
東
隊
長
が
来
訪
し
た
。
彼
ら
が
千
住
で
の
一
同
の
同
宿

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
彼
自
身
そ
の
こ
と
は
考
え
て
い
た
が
、
既
に
小
森
一
貫
斎

よ
り
頼
ま
れ
、
こ
こ
で
ま
た
頼
ま
れ
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
つ
も
り
だ
と
い
う
答

が
返
っ
て
来
た
と
い
う
。

そ
の
夜
の
こ
と
、
悌
次
郎
・
佐
川
官
兵
衛
・
諏
訪
伊
助
ら
が
晩
酌
を
楽
し
ん
で

い
る
と
こ
ろ
へ
、
海
老
名
郡
治
・
小
森
一
貫
斎
が
突
然
尋
ね
て
き
た
。
隊
長
が
何

か
話
が
あ
れ
ば
い
っ
て
も
よ
い
と
い
っ
た
の
で
来
た
と
の
こ
と
で
、
酒
を
飲
み
な

が
ら
着
京
時
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
隊
長
の
配
慮
が

よ
く
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
悌
次
郎
は
、
こ
の
夜
、
急
ぎ
の
旅
を
続
け
る

人
々
の
物
音
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
母
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

君
が
た
め
お
く
る
は
あ
し
く　

い
そ
ぐ
と
も
時
に
あ
た
る
ぞ
我
が
心
な
り

母
が
常
に
、
何
か
あ
る
と
自
刃
し
か
ね
な
い
と
、
悌
次
郎
の
身
を
案
じ
て
い
た
の

を
思
い
出
し
て
の
述
懐
で
あ
る
が
、
時
に
応
じ
た
出
処
進
退
こ
そ
自
分
の
願
い
で

あ
る
と
い
う
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

十
二
月
二
十
四
日　

く
も
り　

春
日
部
に
て
昼
食
、
大
沢
に
泊
ま
る
。
途
中
雨
と

な
り
、
護
衛
兵
は
雨
合
羽
を
着
け
た
。
こ
の
時
一
行
は
、
羽
後
本
庄
藩
主
六
郷
正

鑑
（
二
万
二
千
石
）
と
す
れ
違
い
、
別
に
松
前
へ
弾
薬
が
送
ら
れ
て
ゆ
く
の
を
見

て
い
る
。
本
庄
藩
は
秋
田
藩
と
共
に
、
七
月
列
藩
同
盟
を
離
脱
し
て
西
軍
に
与
し

て
攻
撃
を
受
け
た
た
め
、
城
を
み
ず
か
ら
焼
い
て
各
地
を
転
戦
し
て
い
た
が
、
十

月
に
な
っ
て
自
領
を
恢
復
、
六
郷
正
鑑
は
国
元
に
帰
る
途
中
だ
っ
た
。
松
前
行
き

の
弾
薬
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
函
館
攻
撃
の
た
め
で
あ
る
。
北
海
道
に
お
け
る
戦

争
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
松
前
藩
主
の
通
過
を
目
撃
し
た

と
い
う
記
事
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
松
前
藩
は
、

榎
本
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
十
一
月
五
日
落
城
、
藩
主
松
前
徳
広
は
津
軽
領
に
逃
れ

そ
こ
で
病
没
し
て
お
り
、
徳
広
の
子
修
広
が
家
督
相
続
を
許
さ
れ
た
の
は
明
治
二

年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
松
前
一
族
の
誰
か
が
、
東
京
か
ら
現
地
へ
急
遽
下
向
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
落
ち
着
か
な
い
世
情
が
、
こ
う
し
た
描
写
の
中

に
垣
間
見
え
て
く
る
。

こ
の
宿
は
、
悌
次
郎
が
江
戸
に
出
る
と
き
の
定
宿
だ
っ
た
の
で
、
同
情
し
た
主

人
が
酒
肴
を
出
し
て
慰
め
て
く
れ
た
と
い
う
。
藩
士
達
は
、
手
紙
を
書
い
た
り
衣
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服
を
買
い
求
め
た
り
、
東
京
で
の
生
活
に
備
え
て
い
る
。
彼
も
こ
の
時
、
息
子
の

浩
之
丞
宛
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。4
注

十
二
月
二
十
五
日　

明
け
方
ひ
ど
く
寒
く
、
戸
を
開
け
る
と
一
面
の
積
雪
。
朝
酒

で
寒
さ
を
紛
ら
わ
し
た
と
あ
る
。
以
前
か
ら
佐
川
官
兵
衛
の
提
案
で
朝
酒
を
し
て

は
い
た
の
だ
が
、
こ
の
日
は
こ
れ
ま
で
の
中
で
一
番
多
く
飲
ん
で
い
る
。
午
前
十

時
頃
氷
雨
の
中
を
出
発
、
草
加
で
昼
食
を
と
り
、
風
雨
激
し
く
寒
気
き
び
し
い
中

午
後
四
時
頃
千
住
着
。

旅
の
最
終
日
で
あ
る
。
寒
さ
を
忘
れ
る
た
め
と
は
い
え
、
朝
か
ら
の
飲
酒
に
驚

か
さ
れ
る
が
、
実
は
こ
れ
、
以
前
か
ら
習
慣
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
告
白
が
つ
い

て
い
る
。
千
住
の
宿
で
は
以
前
護
送
隊
長
に
依
頼
し
た
と
お
り
、
護
送
さ
れ
て
き

た
も
の
全
員
同
宿
が
許
さ
れ
た
。
そ
こ
に
、
東
京
か
ら
小
林
平
角
と
大
堀
藤
八
が

や
っ
て
き
て
、
容
保
と
喜
徳
の
平
安
を
伝
え
た
。
ま
た
彼
ら
は
、
裁
判
の
記
録
を

持
参
、
宇
都
宮
の
宿
の
主
人
が
内
々
見
せ
て
く
れ
た
内
容
と
同
じ
だ
と
改
め
て
確

認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
悌
次
郎
は
、
こ
れ
ま
で
の
旅
を
振
り
返
り
、
心
境
を
和

歌
、
漢
詩
と
し
て
残
し
た
。

姉
二
人
に
宛
て
た
和
歌
二
首
、

都
路
は
は
や
春
め
き
に
け
り
梅
柳　

花
も
ろ
と
も
に
さ
き
が
け
ぞ
す
る　
　

小
姉
へ

年
老
い
し
親
は
あ
れ
ど
も
こ
の
末
は　

君
を
た
の
み
に
先
が
け
ぞ
す
る　
　

大
姉
へ

戦
後
処
理
の
先
駆
け
と
な
る
覚
悟
を
歌
う
こ
れ
ら
の
歌
は
、
あ
え
て
訳
を
す
る
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
詩
に
お
い
て
は
、

奔
馳
元
合
達
東
京　
　
　
　

奔
馳
し
て
も
と
あ
ひ
東
京
に
達
す
。

鄭
重
檻
車
故
緩
程　
　
　
　

鄭
重
な
る
檻
車
こ
と
さ
ら
に
緩
程
。

一
行
粛
々
今
唯
到　
　
　
　

一
行
粛
々
と
し
て
今
た
だ
に
到
る
。

拝
了
二
公
拝
帝
城　
　
　
　

二
公
を
拝
し
了
り
て
帝
城
を
拝
す
。

【
大
意
】　

奔
走
し
て
き
た
仲
間
と
東
京
に
護
送
さ
れ
る
が
、
囚
人
を
乗
せ

た
車
は
、
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
一
行
は
粛
々
と
た
っ
た
今
到
着
し
た
。
容

保
、
喜
徳
二
公
に
相
ま
み
え
、
そ
の
上
で
皇
居
を
拝
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
れ
と
は
別
に
護
送
し
て
き
た
小
倉
藩
士
ら
に
謝
意
を
表
し
た
詩
も
あ
る
。

小
輿
載
夢
々
悠
　々
　
　
　

小
輿
夢
を
載
す
、
夢
悠
々
。

亦
似
尋
常
一
様
遊　
　
　
　

ま
た
尋
常
一
様
の
遊
に
似
た
り
。

高
誼
此
行
何
以
謝　
　
　
　

高
誼
こ
の
行
、
何
を
以
つ
て
か
謝
せ
ん
。

旅
魂
他
日
到
豊
州　
　
　
　

旅
魂
、
他
日
豊
州
に
到
ら
ん
。

【
大
意
】
小
さ
な
輿
は
夢
を
乗
せ
て
ゆ
く
。
夢
は
悠
々
と
し
て
い
る
。
ま
る

で
普
通
の
遊
楽
の
旅
の
よ
う
だ
。
こ
の
度
の
並
々
な
ら
ぬ
よ
し
み
に
は
、
ど

う
し
た
ら
感
謝
の
意
を
表
せ
よ
う
か
。
心
は
、
い
つ
か
皆
さ
ん
の
故
郷
豊
前

小
倉
へ
と
向
か
う
。

明
日
朝
七
時
に
出
発
、
東
京
に
送
り
届
け
れ
ば
小
倉
藩
士
の
任
務
は
終
わ
る
。

隊
長
伊
東
主
馬
助
は
、
悌
次
郎
一
行
に
酒
肴
を
贈
っ
て
長
旅
を
慰
労
、
さ
ら
に
宿

舎
を
訪
れ
て
杯
を
交
わ
し
歓
談
し
て
最
後
の
夜
を
共
に
し
て
い
る
。

酒
宴
の
後
悌
次
郎
は
、
例
に
よ
っ
て
筆
を
執
っ
て
手
紙
を
書
き
、
記
録
を
綴
る
。

大
凡
こ
の
行
小
倉
藩
隊
長
以
下
余
輩
を
遇
す
る
、
懇
切
丁
寧
を
極
は
む
。
而

し
て
宿
費
輿
料
は
官
軍
府
の
給
す
る
所
な
り
。

時
書
を
作
り
終
れ
ば
已
に
五
更
に
下
り
、
此
に
筆
を
擱
す
。

　
　
　
　
　

秋
月
胤
永
手
録

五
更
と
あ
る
か
ら
、
翌
朝
午
前
四
時
を
過
ぎ
て
い
る
。
大
塚
で
の
手
紙
に
引
き
続

き
、
千
住
で
も
彼
は
故
郷
へ
の
長
文
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

文
中
に
「
右
長
蔵
と
申
す
男
は
、
こ
の
道
中
悉
皆
世
話
に
相
成
候
間
、
御
逢
の
節

よ
く
よ
く
御
謝
し
下
さ
れ
度
候
。
此
日
記
全
く
貴
様
の
存
寄
を
以
御
局
御
軍
事
方

等
へ
内
見
も
苦
し
か
ら
ず
候
。
如
何
に
と
な
れ
ば
途
中
の
都
合
相
わ
か
ら
ず
定
め

て
御
一
同
の
御
案
思
と
存
ぜ
ら
れ
候
。」
と
あ
り
、
こ
の
日
記
、
即
ち
「
応
懲
日

札
」
は
、
こ
の
手
紙
と
共
に
、
弟
三
郎
の
元
に
届
け
ら
れ
て
お
り
、
会
津
藩
の
各
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一
〇

方
面
に
内
見
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
記
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
細
か
に

自
分
の
動
静
を
家
族
に
伝
え
よ
う
と
す
る
彼
の
姿
が
、
筆
を
置
い
た
時
間
に
よ
っ

て
分
か
っ
て
く
る
。
こ
の
後
に
、
隊
長
伊
東
主
馬
助
以
下
、
彼
ら
を
護
送
し
て
き

た
小
倉
藩
士
三
十
八
名
を
列
記
、
こ
の
外
に
役
人
数
名
、
医
師
一
人
が
同
行
し
て

い
た
と
い
う
。
召
喚
さ
れ
た
会
津
藩
士
十
一
名
に
対
し
て
、
警
護
の
人
数
は
合
計

三
十
八
名
で
あ
る
。
初
め
に
悌
次
郎
が
記
し
た
通
り
、
会
津
藩
士
一
人
に
つ
き
三

名
な
い
し
四
名
が
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。
役
人
と
い
う
の
は
政
府
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
ろ
う
。
輿
を
に
な
う
人
夫
を
始
め
、
荷
物
運
び
の
継
ぎ
立
て
人
足
も
、
想
像
以

上
に
多
人
数
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
旅
、
必
要
経
費
は
す
べ
て
官
費
だ
と
い

う
。
戦
後
処
理
の
費
用
は
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
も
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
医
者
も
同
行
し
た
こ
の
一
行
は
、
賊
軍
と
は
云
え
非
常
に
丁
重

に
扱
わ
れ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
悌
次
郎
の
感
慨
も
当

然
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
会
津
若
松
か
ら
千
住
ま
で
十
八
日
間
、
二
百
五
十
五
キ
ロ
の
旅
は
終

わ
っ
た
。
東
京
ま
で
は
あ
と
十
キ
ロ
、
そ
こ
で
は
、
新
政
府
の
尋
問
が
待
っ
て
い

る
。
途
中
百
姓
一
揆
、
戦
後
処
理
の
さ
な
か
に
あ
る
東
北
地
方
諸
藩
の
藩
主
一
行

の
下
向
や
箱
館
戦
争
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
な
が
ら
の
旅
で
あ
っ
た
。
刀
を
取
り

上
げ
ら
れ
て
、
丸
腰
の
屈
辱
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
折
に
触
れ
て
詩
を
賦
し
、
和

歌
を
作
り
、
虜
囚
の
身
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
悌
次
郎
の
旅
の
振
る
舞
い
で
あ

る
。
悌
次
郎
の
鋭
い
観
察
眼
は
、
宿
駅
の
た
た
ず
ま
い
の
背
後
に
あ
る
現
実
を
見

通
し
、
旧
幕
時
代
と
比
較
し
て
の
現
代
の
政
情
分
析
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
厳
重

な
警
護
の
中
に
あ
っ
た
彼
ら
が
、
護
送
す
る
側
の
藩
士
達
と
親
密
の
度
を
増
し
、

旅
を
重
ね
る
中
で
歓
談
し
酒
食
を
共
に
し
、
交
流
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
、

日
々
の
記
録
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
く
る
。
敗
者
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
旅
を
続
け

る
一
行
の
雰
囲
気
に
は
、
暗
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
先
に

記
し
た
よ
う
に
、
国
元
に
届
け
ら
れ
た
と
き
、
留
守
家
族
に
も
公
表
さ
れ
る
と
い

う
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
と
さ
ら
暗
い
話
題
を
避
け
た
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
悌
次
郎
の
楽
天
的
な
思
考

の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
も
多
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

悲
壮
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
勝
者
と
敗
者
と
に
分
か
れ
て
い
る

の
に
、
戦
場
で
相
ま
み
え
た
と
き
と
は
異
な
る
関
係
が
、
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
千
住
か
ら
長
蔵
に
托
し
て
、
弟
三
郎
の
元
に
手
紙
と
共
に
届

け
ら
れ
た
こ
の
手
記
は
、
幕
末
維
新
期
、
戊
辰
戦
争
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
生
き

て
い
た
人
々
の
息
吹
を
伝
え
る
興
味
深
い
記
録
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

 

二
〇
一
二
年
十
一
月
十
一
日

注
１　

次
三
氏
編
纂
の
筆
記
録
に
は
、
別
に
『
謹
慎
地
よ
り
の
韋
軒
伯
書
簡　

写
』
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
は
「
応
懲
日
札
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。「
応
懲
日
札
」
は
、
昭
和
九
年

発
行
の
「
会
津
史
談
」
第
八
号
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
後
に
、『
会
津
戊
辰
戦
争
史

料
集
』（
宮
崎
十
三
八
編
、
一
九
九
一
年
新
人
物
往
来
社
刊
。）
に
再
録
さ
れ
た
。
一
方
、

次
三
氏
の
後
を
継
い
だ
一
江
氏
は
、
平
成
二
年
十
月
発
行
の
『
秋
月
悌
次
郎
詩
碑
建
立

記
念
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
秋
月
悌
次
郎
略
伝
」（
本
文
中
に
は
執
筆
者
の
記
名
は

な
い
が
、
文
中
挿
入
さ
れ
て
い
る
写
真
等
の
関
係
か
ら
、
こ
の
文
章
の
筆
者
は
、
明
ら

か
に
一
江
氏
で
あ
る
。）
中
、「
悌
次
郎
ら
、
東
京
の
獄
に
送
ら
れ
る
」
と
い
う
章
や
、

平
成
十
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
秋
月
悌
次
郎
伝
』
の
第
二
十
章
「
秋
月
胤
永
東
京
に

行
く
（
応
懲
日
札
）」
に
そ
れ
ぞ
れ
解
説
付
き
で
抄
出
紹
介
さ
れ
た
。

注
２　

こ
れ
ら
の
詩
は
、『
韋
軒
遺
稿
』
中
で
は
、
次
に
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

十
二
月
与
佐
川
官
兵
衛
海
老
名

郡
治
井
深
茂
右
衛
門
等
十
一
人

同
赴
東
京
。
小
倉
藩
兵
護
送
之
。

過
白
河
所
得
。

十
二
月
、
佐
川
官
兵
衛
・
海
老
名
郡
治
・
井
深

茂
右
衛
門
等
十
一
人
と
同
じ
く
東
京
に
赴
く
。

小
倉
藩
兵
こ
れ
を
護
送
す
。

白
河
を
過
ぎ
得
る
所
。

一
去
元
期
不
復
還
。

丈
夫
何
事
涙
潜
潜
。
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一
一

老
親
臥
病
年
将
百
。

夢
繞
那
須
山
外
山
。

落
木
悲
風
黯
月
光
。　
　
　
　
　

落
木
悲
風
、
黯
き
月
光
。

中
宵
揮
涙
起
彷
徨
。　
　
　
　
　

中
宵
涙
を
揮
ひ
、
起
ち
て
彷
徨
す
。

生
為
降
虜
豈
堪
過
。　
　
　
　
　

生
き
て
降
虜
と
な
る
、
あ
に
過
ぐ
る
に
堪
へ
ん
。

即
是
親
朋
戦
死
場
。　
　
　
　
　

即
ち
こ
こ
は
、
親
朋
戦
死
の
場
な
り
。

前
者
は
、
十
九
日
の
条
に
見
る
「
寄
弟
」
と
添
え
書
き
の
あ
る
詩
、
後
者
は
白
河
に

お
け
る
述
懐
、「
児
に
与
ふ
」
と
あ
る
内
の
一
つ
を
改
作
し
た
も
の
、
応
懲
の
旅
の
途

次
の
感
懐
を
、
激
戦
地
白
河
に
焦
点
を
当
て
て
集
中
的
に
表
現
し
た
形
に
な
っ
て
い

る
。
悌
次
郎
の
詩
作
の
方
法
が
分
か
る
好
例
で
あ
る
。

注
３　

次
三
氏
は
、
こ
の
日
の
記
事
の
後
に
、「
諸
侯
処
分
内
容
」
と
し
て
別
紙
の
写
し
を

挿
入
し
、「
江
戸
へ
送
ら
る
る
途
中
宇
都
宮
に
て
聞
込
ま
れ
し
を
千
住
よ
り
長
蔵
に
托
し

て
書
信
に
添
へ
て
三
郎
に
送
ら
れ
し
も
の
な
り
」
と
注
記
し
て
い
る
。
別
紙
は
以
下
の

通
り
。

死
壱
等
被
減
池
田
中
将
へ
永
御
預　
　

松
平
容
保

同
断　
　
　

有
馬
中
将
へ
御
預　
　
　

松
平
喜
徳

松
平
家
来
の
内
反
逆
首
謀
之
者
早
々
取
調
可
申
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
科
弾
正
忠
へ

弐
十
八
万
石
下
賜
仙
台
城
御
預　
　
　

伊
達
広
邦

拾
参
万
石
下
賜
土
地
替
被
仰
付　
　
　

南
部
利
剛

領
地
之
内
千
石
被
下
上
隠
居　
　
　
　

南
部
信
氏

五
万
石
下
賜
二
本
松
城
御
預
ヶ　
　
　

丹
羽
長
国

丹
羽
長
国
儀
別
紙
之
通
被
仰
付
候
に
付
其
方
邸
内
へ
引
取
謹
慎
可
為
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
橋
大
納
言

右
同
断
一
橋
へ
御
渡
可
申
事　
　
　
　

松
平
大
和
守

六
万
石
下
賜
棚
倉
城
御
預
ヶ　
　
　
　

阿
部
正
静

二
千
石
被
召
上
土
地
替
被
仰
付　
　
　

板
倉
勝
尚

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
忠
紀

三
千
石
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
邦
栄

千
石
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
政
養

土
地
替
被
仰
付　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
対
馬
守

永
蟄
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

四
万
石
召
上
嫡
子
茂
憲
へ
家
督　
　
　

上
杉
斉
憲

拾
弐
万
石
被
下
置　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
忠
篤

二
千
五
百
石
被
召
上　
　
　
　
　
　
　

酒
井
忠
良

謹
慎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
和
泉
守

二
千
石
被
召
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
田
信
敏

三
千
石
被
召
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
信
庸

二
千
石
被
召
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
城
隆
邦

二
万
五
千
石
下
賜
長
岡
城
御
預　
　
　

牧
野
忠
訓

隠
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

直
賀

千
石
被
召
上
隠
居　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
勝
知

謹
慎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤
信
思

五
千
石
被
召
上
隠
居　
　
　
　
　
　
　

久
世
広
文

小
笠
原
中
務
少
輔
へ
永
御
預　
　
　
　

林　

忠
崇

土
地
替　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
伊
勢
守

右
は
総
躰
文
言
長
き
罸
文
之
処
大
畧
に
録
す
尤
も
仙
米
始
首
謀
者
取
調
可
申
出
と
也

注
４　

十
二
月
二
十
四
日
付
け
の
浩
之
丞
宛
手
紙
の
原
本
は
、
秋
月
一
江
氏
が
翻
刻
紹
介

さ
れ
た
際
失
わ
れ
て
い
ま
は
な
い
。
た
だ
し
、
次
三
氏
の
手
に
な
る
写
し
が
残
さ
れ
て

お
り
、
文
中
に
、

こ
の
度
長
蔵
と
申
仁
附
き
参
り
始
終
親
切
の
世
話
に
預
り
、
道
中
の
様
子
よ
く
存
候

間
、
面
会
候
は
ば
、
よ
く
礼
を
被
申
述
、
可
被
承
候
。
こ
の
状
並
に
日
記
等
叔
父
一

同
被
致
度
候
。
明
日
は
千
住
へ
着
、
明
後
日
東
京
京
呉
服
橋
辺
軍
務
局
と
申
に
被
送
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一
二

届
候
よ
し
に
御
座
候
。
余
は
叔
父
の
書
状
に
譲
り
て
、
擱
筆
。
極
月
廿
四
日　

大
塚

駅
に
て
認　

父
よ
り

と
あ
り
、
こ
の
当
時
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
こ
の
手
紙
の
中
で
、
日
記
と
あ
る
の
が

こ
の
「
応
懲
日
札
」
の
こ
と
で
あ
る
。
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